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タイプ IIB行列模型 [1]で構成される D3-ブレインは 4次元非可換空間上のゲージ理論として
定式化される。行列模型の頂点演算子は、この非可換ゲージ理論において構成されたWilson line
と閉弦の結合の様子を表している [2]。これを用いると、非可換ゲージ理論で閉弦を記述すること
ができる。特に、重力モードは非可換ゲージ理論に特有な性質であるUV/IR混合の効果によって
非常に特殊な振る舞いを示す。我々は以前の解析で 4次元に拡がったD3-ブレインから成る等質空
間G/H上の重力子の頂点演算子の 2点相関関数の振る舞いを解析し、その振る舞いが 4次元の零
質量の重力子と同じ振る舞いをすることを示した [3]。解析に用いた等質空間は行列の大きさN を
無限大にする極限で超対称性を局所的に回復する。
今回の研究では、非可換ゲージ理論と双対な重力理論 [4]の立場から 2点相関関数の振る舞い

を解析した [5]。我々はGreen関数を有限の領域 0 < r < Rで定義して、その境界条件を次のよう
な要請から決めた。

i)可換極限をとったときに、IR領域の振る舞いが可換なAdS/CFT対応を再現する。
ii)UV領域では重力モードに対して [3]で得られた結果を再現する。
このような要請は、r = RにNeumann型境界条件を課すことにより満たされる。この処方箋

が非可換場の理論での holographicな対応を正確に記述していることが強く期待される。
また、この結果は重力がD3-ブレイン上に局在していることを双対な描像からも示したことに

なっており、これにより行列模型の立場から我々の宇宙がD3-ブレイン上に拡がっていると自然に
解釈できるようになる。
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